
平成３０年７月豪雨による

中部地方の出水状況（速報）

第 １ 報

国土交通省 中部地方整備局

長良川

浸水被害から町を守るため懸命に活動を行う地元水防団

※本資料の数値等は、速報値及び推定値であるため、今後の調査により変わる可能性があります。

平成30年7月12日

長良川



１．気象・降雨状況

台風第７号や停滞している前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、

大気の状態が非常に不安定となり、東日本から西日本にかけて非常に激しい雨をもたら

しました。

中部地方整備局管内においても、木曽川水系において、長良川上流の栃洞地点（岐阜

県郡上市）で7月4日の降り始めからの総雨量が1200mmを超え、流域の年間平均降水

量の約半分に相当する雨をわずか４日間のうちに観測するなど、広い範囲で大雨となり

ました。

○天気図

7月6日6時00分 天気図
出典：気象庁HP

○主な地点の降水量

7月6日 2時00分 気象衛星
出典：気象庁HP

とちほら

観測所 栃
と ち

洞
ほ ら

長滝
なが たき

大鷲
おお わし

観測場所 岐阜県郡上市白鳥町 岐阜県郡上市白鳥町 岐阜県郡上市高鷲町

観測機関 （中部地整） （気象庁） （中部地整）

57mm/h 50mm/h 51mm/h

（6日10時～11時） （7日10時～11時） （7日10時～11時）

1,204mm 1,010mm 931mm

（4日2時～8日14時） （4日1時～8日13時） （4日1時～8日13時）

時間最大降水量

総降水量
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○レーダ雨量

7月4日19時00分 7月4日21時00分

7月5日15時00分 7月6日06時00分

7月6日14時00分 7月8日02時00分
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岐阜県で猛烈な雨 記録的短時間大雨情報の発表相次ぐ

気象庁の解析では、７月８日(日) ０時４０分までの1時間に美濃市付近で約１００mmの

猛烈な雨が降ったとみられ、気象台は記録的短時間大雨情報を発表しました。

その後も関市や郡上市、七宗町、下呂市、白川町で同様に記録的短時間大雨情報が

発表されました。

【記録的短時間大雨情報とは】

数年に一度程度しか発生しないような短

時間の大雨を、観測（地上の雨量計によ

る観測）したり、解析（気象レーダーと地

上の雨量計を組み合わせた分析：解析雨

量）したりしたときに、各地の気象台が発

表します。

８日午前0時50分の雨雲の様子。出典=気象庁ホームページ
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主に、木曽三川（木曽川・長良川・揖斐川）、狩野川支川黄瀬川、天竜川で水位が上昇。

また、長良川上流域では氾濫危険水位を超え、長良川支川津保川では溢水が発生。

万石

忠節

犬山

高岡

雲出橋

両郡

岩出

岩津

今尾・長良成戸・木曽成戸

枇杷島

多治見

石田

雨量観測所
（栃洞、長滝、大鷲）

大仁

手越

天竜峡

鹿島
神座

加茂

黄瀬川

：出動水位超過

：氾濫注意水位超過

：水防団待機水位超過

：氾濫危険水位超過

：避難判断水位超過

２．水位状況

下之保（岐阜県管理）
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国管理河川の基準地点等における最高水位は、以下のとおり。 （単位：ｍ）

河川名 観測所名
今回

最高水位
水防団

待機水位
氾濫

注意水位
出動水位

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画
高水位

7/6  12:20 1.50 2.10 3.00 3.70 4.40 5.64

-0.46

狩野川 7/6  6:10 2.00 3.00 3.80 3.90 4.20 6.18

（黄瀬川） 4.04

7/6  9:10 1.50 2.40 3.00 3.40 4.00 4.82

2.23

7/6  16:40 0.90 2.00 2.60 2.60 3.20 6.45

0.53

7/5  22:30 1.50 2.50 3.20 3.20 3.50 5.94

0.25

7/6  6:10 9.70 11.00 12.50 15.60 16.20 20.20

11.86

7/6  9:30 2.20 3.50 4.50 5.60 6.00 8.77

2.73

7/6  11:00 2.40 4.20 4.70 6.20 7.40 8.13

2.47

7/6  8:20 4.00 4.90 6.40 7.80 8.50 10.89

4.38

7/6  4:40 2.50 3.20 3.70 4.70 5.00 6.78

2.33

7/6  5:40 4.60 5.60 6.30 8.50 8.90 9.08

4.13

7/6  6:30 5.80 9.20 10.40 11.60 12.20 14.22

10.24

7/6  8:40 4.40 5.80 6.40 8.70 8.90 8.95

5.57

7/8  3:20 1.00 2.00 3.50 5.30 5.50 6.68

5.14

7/8  3:10 3.00 4.50 5.60 6.70 7.00 7.42

4.36

7/6  23:20 2.50 4.00 5.00 5.80 6.40 7.09

4.35

7/7  1:10 4.30 6.00 6.90 8.10 8.70 9.04

6.51

7/6  7:50 2.50 3.60 3.60 3.60 4.40 7.25

1.91

7/7  23:00 3.00 3.70 4.00 5.00 5.40 6.74

1.86

7/7  21:00 3.00 3.50 4.00 5.80 6.70 8.63

2.15

7/7  8:00 4.20 5.00 6.10 7.20 8.20 9.61

0.69

揖斐川

今尾

櫛田川 両郡

宮川 岩出

万石

鈴鹿川 高岡

雲出川 雲出橋

菊川 加茂

天竜川

鹿島

庄内川

枇杷島

多治見

天竜峡

豊川 石田

矢作川 岩津

犬山

忠節

木曽成戸

木曽川

長良川

長良成戸

大仁狩野川

安倍川 手越

大井川 神座

本宿

2.23

11.8

2.73

2.47

4.38

10.24

5.57

5.14

4.36

4.35

6.51

4.04

市町村等が避難勧告の発令判断を行う水位

市町村等が避難準備の発令判断を行う水位

水防団による河川巡視・状況に応じて水防対策を行う水位
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本宿（長泉町）地点水位状況

時間水位
計画高水位
氾濫危険水位
避難判断水位
出動水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

7月6日7月5日

① 狩野川支川黄瀬川 本宿観測所（静岡県長泉町）で、

避難判断水位を超えました。

狩野川水系黄瀬川の出水状況（7月6日6時30分頃） 1.4K付近

本宿

▲富士山

※毎正時データをグラフ化したもの

ピーク水位4.04 (6日 6:10)
避難判断水位を超過
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② 天竜川 天竜峡観測所（長野県飯田市）で、氾濫注意水位を

超えました。

天竜川の出水状況 （７月６日１６時頃） 140K（天龍橋）付近

天竜峡

※毎正時データをグラフ化したもの
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天竜峡水位観測所の水位

天竜峡

７月４日 ７月５日 ７月６日 ７月７日
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③ 木曽川 今渡観測所（岐阜県可児市）で、出動水位を超えました。
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雨量（mm）水位（ｍ） 今渡（可児市）地点水位状況（雨量：王滝観測所）

水防団待機水位４ｍ

計画高水位１２．０９ｍ

はん濫注意水位５．５ｍ

今回最高水位８ｍ
出動水位７．３ｍ

避難判断水位１１．１ｍ

氾濫危険水位１１．５ｍ

H30.7.4

総雨量３３３ｍｍ

H30.7.5 H30.7.6 H30.7.7

木曽川の出水状況（7月5日14時頃） 61.2k付近

ちゅうせつ

今渡

※毎正時データをグラフ化したもの
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雨量（mm）水位（ｍ） 忠節（岐阜市）地点水位状況（雨量：栃洞観測所）

水防団待機水位１ｍ

計画高水位６．６８ｍ

はん濫注意水位２ｍ

今回最高水位５．１４ｍ
出動水位３．５ｍ

避難判断水位５．３ｍ

氾濫危険水位５．５ｍ

H30.7.4

総雨量1204mm

H30.7.5 H30.7.6 H30.7.7

平成16年10月洪水ピーク水位６．０ｍ

H30.7.8

※毎正時データをグラフ化したもの

④ 長良川 忠節観測所（岐阜県岐阜市）で、出動水位を超えました。

５度にわたり水位のピークを迎えるなど、長期間にわたって洪水が継続し、

戦後最大の洪水である平成16年10月洪水以来、約14年ぶりの大規模出水と

なりました。

長良川の出水状況（7月8日 8時頃） 50.2K（忠節橋）付近

忠節

平常時の状況
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３．水防団の活動状況

○長良川（長良陸閘・大宮陸閘）

◯7月8日午前0時20分から5時50分にかけて、長良陸閘･大宮陸閘を平成16年

以来、14年ぶりに閉鎖。長良陸閘改築（平成20年）後は初めての閉鎖。

７月８日０時３０分頃 大宮陸閘の閉鎖状況

７月８日午前０時３０頃 長良陸閘の閉鎖状況

長

良

川

伊
自
良
川

な が ら り っ こ う お お み や り っ こ う

「陸閘」とは、河川等の堤防を通常時は生活のため通行出来
るよう途切れさせてあり、増水時にはそれをゲート等により塞
いで暫定的に堤防の役割を果たす目的で設置された施設。

陸閘閉鎖箇所

川原町地区

鵜飼屋地区長良陸閘

大宮陸閘

う か い や

か わ ら ま ち
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○堤防の被災が確認されたため、直ちに水防団が水防活動（釜段工法、
シート張り工法）を実施し、堤防決壊のリスクを低減しました。

長

良

川

伊
自
良
川

釜段工法、シート張り工法

○岐阜市島田地区（大縄場大橋下流）において、堤防の川裏法崩れ
及び基盤漏水が確認されました。

長良川右岸49.0k付近
堤防法崩

長良川右岸49.0k付近
基盤漏水

釜段工法 シート張り工法

水防活動の完了状況

長良川右岸49.0k付近
堤防法崩れ

被災状況

水防活動実施状況

岐阜市島田付近の水位状況

○水害を警戒し、防御するための水防活動
お お な わ ば

築堤部の居住地 側で 発生し ま す。

漏　 水

浸透水
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○堤防の被災が確認されたため、直ちに水防団が水防活動（月の輪工法）
を実施し、堤防決壊のリスクを低減しました。

長

良

川

伊
自
良
川

○岐阜市日置江地区において、基盤漏水が確認されました。

長良川左岸41.0k付近
基盤漏水

長良川左岸41.0k付近
基盤漏水

月の輪工法

水防活動の完了状況

被災状況

水防活動実施状況

月の輪工法

岐阜市日置江付近の水位状況

ひ き え
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【位置図】

牧 田 川

杭

瀬

川

根

尾

川

揖

斐

川

長

良

川

木

曽

川

2. 新桑原川排水機場

17. 福束排水機場

1. 加茂川排水機場

20. 金草川排水機場

19. 新水門川排水機場

15. 新堀川排水機場

14. 正木川排水機場

13. 早田川排水機場

伊
自
良
川

21. 花田川排水機場

18. 平野井川排水機場

16. 宝江川排水機場

4. 境川第二排水機場

3. 境川排水機場

7. 新犀川排水機場

12. 根尾川排水機場

9. 犀川第三排水機場

8. 犀川統合排水機場

5. 新荒田川論田川排水機場

6. 荒田川論田川第二排水機場

10. 糸貫川天王川排水機場

岐阜県

愛知県

11. 両満川排水機場

４．排水機場の稼動状況

○木曽川上流河川事務所管内 ２１排水機場

今回の出水で、木曽川上流河川事務所が管理する21排水機場を初めて全て稼動

させました。

これらの排水機場により、名古屋ドーム約30個分に相当する約5,050万ｍ３の内水を

排水しました。

【排水機場の役割】

【平常時】 【洪水時】 【ポンプ運転時】

大雨で本川の水位が支川の水位より高くなると、その水が堤内地に逆流して浸水被害が発生。
そこで、逆流防止のため、ゲートを閉鎖し、支川に貯まった水を排水機場のポンプで吸い上げ、本川に排水。

直轄排水機場
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加茂川排水機場による浸水被害軽減効果

約１５０万m3の内水を排除したことにより、浸水被害を防止

0
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加茂川排水機場

美濃加茂市

坂祝町
木曽川

国道21号

平成29年6月の加茂川排水機場増設（3台（15m3/s） ⇒ 5台（25m3/s））

後、初めて5台全てのポンプを稼働させました。
これにより約150万m3の内水を排除し、浸水を防止しました。
加茂川排水機場の効果により、約400戸（約80ha）の家屋浸水被害を未
然に防止したと試算されます。
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90

100

排水による浸水範囲低減効果

排水機場なし
（推定値）

実績

約80ha

0ha

排水機場の稼働により、
氾濫ボリュームを約150万m3低減

加茂川排水機場による排水がなされ
なかった場合に想定される浸水範囲。
○浸水面積：約 80ha
○浸水戸数：約 400戸

位置図

愛知県

岐阜県

三重県

加茂川流域

加茂川排水機場

ポンプ室増設

増設したポンプ

約400戸

排水機場なし
（推定値）

実績

0戸

浸水を防止!!

浸水面積（ha） 浸水戸数（戸）

木曽川
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５．自治体支援 （災害対策機械の派遣）

【位置図】

岐阜県及び沿川自治体からの要請により、排水ポンプ車・照明車を派遣しました。

② 岐阜県大垣市綾野町地先

大谷川右岸の浸水に備え、

早期に排水できるように、

排水ポンプ車等の設置を行いました。

排水ポンプ車（３０ｍ３／min） １台、

照明車 １台

7月6日照明車及び排水ポンプ車設置状況

あ や の ち ょ う
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排水ポンプ車（３０ｍ３／min） ２台、 照明車１台、作業員等 ３名

７月７日 ３時～７月８日 ２０時頃

内水排除作業を延べ約４０時間実施 （排水量 約５３，０００m3）

④ 岐阜県岐阜市一日市場地先

7月6日照明車及び排水ポンプ車稼働状況

⑦ 岐阜県可児市土田地先

7月6日照明車・排水ポンプ車稼働状況

排水ポンプ車（３０ｍ３／min） １台、 照明車１台、作業員等 ３名

７月６日 ３時～７月６日 １１時頃

内水排除作業を延べ約７時間実施 （排水量 約１３，０００m3）

ひ と い ち ば

ど た
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６．被害状況（岐阜県管理区間）

津保川下之保水位観測所
7/8 2:10 氾濫危険水位2.7mを超過
7/8 4:20 ピーク4.33m
7/8 6:40 氾濫危険水位を下回る

し も の ほ

※岐阜県資料を一部加工

し も の ほ

下之保
水位観測所

上之保
水位観測所

17

長良川支川津保川流域被災状況
河川延長 L=45.8km
流域面積 A=292km2 7/11 21:00現在
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-100 148 355

標高
（m）

忠節地点2018年7月3-8日洪水

河道掘削後 T.P.17.70m

河道掘削前 T.P.18.0m

水位低下
約0.3m

氾濫危険水位 T.P.18.06m

避難判断水位 T.P.17.86m

忠節地点（岐阜県岐阜市）の水位を０．３ｍ低下

① 長良川の河道掘削による水位低下効果

○ 長良川では、戦後最大洪水となる平成１６年１０月洪水と同規模の洪水を安全に流下

させるために、平成１６年から河川水位を低下させるための河道掘削を進めてい ます。

○ これまで行ってきた河道掘削（約１３０万ｍ３）を実施していなければ、岐阜市忠節橋

付近で避難判断水位を超え、氾濫危険水位に迫っていた恐れがあります。

７．治水効果

ちゅうせつ

事業実施位置図

愛知県

岐阜県

三重県

忠節橋
★

河道掘削範囲
JR岐阜駅

名鉄岐阜駅
◎
岐阜市役所

○岐阜県庁

長良川 河道掘削

河道掘削イメージ

河道掘削（忠節橋付近）

事業実施前（Ｈ２０．３） 事業実施後（Ｈ２１．３）

出水の状況

小松新橋

写真②忠節橋地点付近

小松天満宮

忠節橋
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② 狩野川特定構造物改築事業による水位低減効果

狩野川水系黄瀬川の黄瀬川橋付近は、

上下流に比べ、洪水を流す川の断面積

が狭かったため、平成１７年度から平成

２５年度にかけて、橋梁の改築、狭窄部

の掘削及び堤防整備を行いました。

整備前（H18） 整備後（H25)

黄瀬川橋地点（静岡県沼津市）の水位を０．２４ｍ低下
き せ が わ
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バイパス⼟砂量（m3）

③ 美和ダム・三峰川総合開発事業による効果

７月４日の降り始めから7月6日23時時点までの降水量は、美和ダム上流域の平均で

291mmに達しました。美和ダムへの最大流入量は310m3/s（7月6日3時50分）を記録し、

防災操作※を行いました。今回の洪水では、約2万3千m3の水をダムに貯留しました。

また、土砂バイパス施設の試験運用※を約48時間行い、貯水池に流入する土砂の堆

砂を約6万3千m3（推定値：ダンプトラック約1万2千台分）抑制するとともに、土砂移動の

連続性を確保しました

ダム貯水池に流入する土砂量約６．３万m3を下流へバイパス

※1ダムに流れ込む量より少ない量を下流に流すことで、ダム下流の氾濫を防ぐダム操作。
※2美和ダム貯水池への堆砂を抑制するとともに、ダム地点における土砂移動の連続性を確保するための施設。粗い土砂

を堰き止める分派堰と、美和ダム貯水池を迂回して土砂を下流に流す土砂バイパストンネルなどで構成されています。
（三峰川総合開発事業として実施）

放流中の美和ダム(7月7日5:08)

美和ダム

土砂バイパストンネル吐口 20

土砂抑制量の速報値について
現地に設置した濁度計と流入量
により推定値を報告するものです。



④ 岩屋ダムによる防災操作効果

約5,900万m3を貯留し、東沓部地点（岐阜県下呂市)の水位を約1.0ｍ低下
ひ が し く つ べ

■活発な梅雨前線の停滞により記録的な降雨が発生し、岩屋ダム(水資源機構)では洪水調節を４回

実施し、約5,900万m3の貯留を行いました。そのうち洪水ピーク付近では下流へ流す水量を約４割

低減することによりダム下流の馬瀬川（東沓部地点）の水位を約1.0m低下させました。

■位置図

岩屋ダム
東沓部

■岩屋ダムによる馬瀬川（東沓部地点）の水位低減効果（7月8日5:10時点：推定）

ダムがない場合の水位約9.3m（推定）

今回の出水による最高水位 約8.3m（実測）
↓ 約1.0m低下

まぜがわ ひがしくつべ
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0 6 12 18 0 6 12 18 0 6 12 18 0 6 12 18 0 6 12 18

流入量
放流量

※計画規模を超える洪水となったため、岩屋ダムでは7月8日5時より、
下流河川等の安全を確認しながら増量放流を実施。（異常洪水時防災操作）

■岩屋ダム洪水調節

流入：1340m3/s(8日5:10）

放流：745m3/s(8日5:10）

約600m3/s低減

時
間

雨
量

(m
m

/
h
)

累
加

雨
量

(m
m

)

流
量

(m
3
/
s)

7/4 7/5 7/6 7/7 7/8

※岩屋ダム流域平均雨量

772mm

7/4 7/5 7/6 7/7 7/8

洪水貯留開始前の貯水池の状況
（7月4日9時頃）

洪水時最高水位に近づく貯水池の状況
（7月8日 15時30分頃）

洪水調節前 洪水調節後

岩屋ダム
岩屋ダム

（注）実測水位の一部に欠測があり推定値を含む
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徳山ダム・横山ダムの連携した防災操作の実施により、両ダムがない場合と比較し
て、揖斐川の水位は、大垣市万石地点（河口から40.6km）で約50cm程度水位を低下
させたものと推定されます。

い び が わ

と く や ま よ こ や ま

※記載の水位・ダム諸量は速報値であり、
今後変更の可能性があります。

万石

大垣市

まんごく

横山ダム放流状況

7月5日14時00分頃

徳山ダム・横山ダム連携による洪水調節

徳山ダム 横山ダム 最大約１３０m3/s低減

４，６１０万m3を貯留し、万石地点（岐阜県大垣市）の水位を約０．５ｍ低下

万石地点（河口から40.6km）

8月8日15時00分頃

万石地点

0

100

200

300

400

500

600

0:
00

4:
00

8:
00

12
:0

0
16

:0
0

20
:0

0
0:

00
4:

00
8:

00
12

:0
0

16
:0

0
20

:0
0

0:
00

4:
00

8:
00

12
:0

0
16

:0
0

20
:0

0
0:

00
4:

00
8:

00
12

:0
0

16
:0

0
20

:0
0

流
量

(m
3
/
S
)

流入量 全放流量

7/4 7/5 7/6 7/7

最大約４３０m3/s低減

⑤ 徳山ダム・横山ダム連携による防災操作効果

まんごく
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▽ダムがある場合の水位（実測）

▽ダムがない場合の水（推定）



⑥ 小渋ダムによる防災操作効果

７月４日の降り始めからの降水量（６日２３時時点）は、小渋ダム流域平均で３２１mm

、小渋ダム管理開始以降（４９年間）で８番目の流入量３７９ｍ３／ｓを記録しました。

小渋ダムでの防災操作の実施により、最大約５，６７９千ｍ３の水を貯留し、ダムが無

い場合と比較して、ダム下流の宮ヶ瀬地点の水位は、１９ｃｍ低下したものと推定されま

す。

小渋ダムの防災操作の状況

防災操作状況（7月6日15:30）

５６８万m3を貯留し、宮ヶ瀬地点（長野県松川町）の水位を約０．２ｍ低下
み や が せ
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ダムがある場合の水位
（実測）

ダムがない場合の水位（推定）



国土交通省 中部地方整備局
〒460‐8514
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TEL：052‐953‐8148（河川部）
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